
（A） 地域やコミュニティの現場の現状と問題を科学的根拠に基づき
分析・把握・予測、実践的研究により、問題解決に資する新しい
成果を創出

（B） 高齢社会に関わる研究開発の新しい手法、科学的評価のための
指標等を、学際的・職際的知見・手法に基づき体系化、提示

（C） 研究開発拠点の構築、関与者間のネットワーク形成、継続的な
取り組みや他地域への展開の原動力創出。多世代の理解促進

① 自立期間（健康寿命）を延長し、アクティブシニアが
活躍できる場を創る

② 住み慣れたところで日常生活の継続を支える生活環境
を整備する
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領域目標

目指す社会像

人文・社会科学から自然科学まで学際的な取組み

マルチステークホルダーによる協働
（コミュニティにおけるアクションリサーチ、産官学民協働）
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・ 急速な高齢化（高齢者の高齢化、都市部の高齢化等）
・ 高齢社会の課題が生じる生活の場
・ 現状を正確に把握 し、問題点を洗い出し、対策の検討に向けた

研究開発を実施することが急務

■アプローチ

背
景



移動・交通安全

セキュリティ

ソフト（システム・サービス）

要
支
援
・要
介
護

健
康

住宅

就労・移動＜寺岡ＰＪ）＞

ICT

法制度

生活支援

医療 ・介護＜太田ＰＪ＞

住宅・災害・コミュニティづくり＜大方ＰＪ＞
（仮設コミュニティ）

孤立・孤独

就労 ＜辻ＰＪ＞

生活機能指標 ＜鈴木ＰＪ＞

多世代共生

教育・生涯学習

メンタルヘルス・自殺

健康づくり＜新開ＰＪ＞

ICT・生活支援＜小川ＰＪ＞

H22年度採択ＰＪ H23年度採択ＰＪ

認知症

機器開発
機器開発・社会参加 ＜原田ＰＪ＞

ハード（テクノロジー）

社会参加・機器導入＜中林ＰＪ＞

採択プロジェクト 分野概略図

H24年度採択ＰＪ

医療 ・介護＜清水ＰＪ＞

医療 ・認知症＜成本ＰＪ＞

災害 ・まちづくり＜佐藤ＰＪ＞

認知症 ・人材育成＜島田ＰＪ＞

コミュニティづくり＜小川ＰＪ＞

生涯学習＜伊香賀ＰＪ＞

住宅＜伊香賀ＰＪ＞
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小川（晃）PJ

太田 PJ

辻 PJ

鈴木 PJ

大方 PJ

中林 PJ

新開 PJ

寺岡 PJ

原田 PJ

平成22年度
採択プロジェクト

平成23年度
採択プロジェクト

平成24年度
採択プロジェクト

佐藤 PJ
小川（全）PJ

伊香賀 PJ

成本 PJ
清水 PJ

島田 PJ

採択プロジェクト 実施コミュニティ一覧
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領域マネジメント

■ サイトビジット

- 実施地域を訪問

- 意見交換、議論、講演等

- 活動に参加、ともに体験

■ 対話と協働を重視したハンズオン型マネジメント

- 産官学と多様な分野によるマネジメント体制

- 領域会議、プロジェクトとの意見交換会の実施

■ 領域関係者による領域合宿

- マネジメント・プロジェクトの交流

- 多角的な議論
※グループワークの様子 5

領域内委員会① アクションリサーチ委員会
目的：領域総括・領域アドバイザーおよびプロジェクトメンバーが協働し、

コミュニティにおけるアクションリサーチを科学的な手法として確立する

入門書の出版 (東京大学出版会より)

「高齢社会のアクションリサーチ

－新たなコミュニティ創りをめざして」

多様な実例を交えながら、
アクションリサーチのプロセスに沿って記載

■成果とりまとめ集中会議

研究開発のプロセス、コミュニティの変化、
成果の示し方について、
プロジェクトと議論
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領域内委員会② 情報発信委員会

目的：領域内における情報共有のあり方、ならびに領域の成果を
目より広く、より効果的に社会に展開していく情報発信のあり方を検討する

※情報整理用フォーマット
- 左の活動プロセスごとに整理

※情報発信用ページを構築中
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領域内委員会③ ネットワーキング委員会
目的：領域内のプロジェクト間の有機的なネットワーク、また領域外の活動・

組織とのネットワークの構築を目指す

コミュニティの高齢化課題
解決型センターの構築
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